
10
月
８
日
（
火
）

第
５
時
間
目
、
藤

枝
中
央
小
学
校
で

は
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
を
『
わ

く
わ
く
ト
ラ
イ
』

と
位
置
づ
け
、
６

年
生
が
藤
枝
大
祭

に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。
当
日
は

藤
枝
大
祭
連
合
会

の
方
々
３
名
が
来

校
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
い
な

が
ら
分
か
り
易
く

大
祭
に
つ
い
て
の

話
を
し
ま
し
た
。

講
演
後
に
、
児
童

か
ら
は
、｢

山
車
の

重
さ
は
、
ど
の
く

ら
い
か｣

や｢

山
車

の
値
段
は
、
い
く

ら
く
ら
い
か｣

な
ど

の
質
問
が
出
て
、

大
祭
に
つ
い
て
の

関
心
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

10
月
10
日
（
木
）

と
24

日
（
木
）
の

両
日
、
藤
枝
中
学

校
２
年
生
が
総
合

的
な
学
習
の
時
間

の
一
環
と
し
て
進

め
て
き
た｢

ふ
る
さ

と
学
習｣

の
発
表
会

を
体
育
館
で
行
い

ま
し
た
。
学
年
を

５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
発
表
者

と
、
そ
れ
を
聴
く

生
徒
を
順
番
に
交

替
さ
せ
る
形
式
で

実
施
し
ま
し
た
。

Ａ
か
ら
Ｔ
ま
で
の

20

箇
所
設
置
さ
れ

た
各
ブ
ー
ス
の
発

表
内
容
は
、
ど
れ

も
素
晴
ら
し
く
学

習
の
深
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。｢

旧

市
街
地
の
空
き
店

舗
を
改
修
す
る
際

に
市
か
ら
出
る
補

助
金
の
額
や
新
た

に
出
店
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
の

額
を
調
べ
て
説
明

す
る｣

な
ど
藤
枝
市

の
抱
え
る
様
々
な

問
題
を
真
剣
に
解

決
し
よ
う
と
す
る

プ
レ
ゼ
ン
に
感
心

し
ま
し
た
。

10
月
18
日
（
金
）

に
は
藤
枝
中
学
校

が
体
育
祭
を
、
翌

日
19

日
（
土
）
に

は
藤
枝
中
央
小
学

校
が
運
動
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
秋

空
の
下
、
多
く
の

保
護
者
や
地
域
住

民
が
見
守
る
中
、

全
力
で
競
技
に
打

ち
込
む
児
童
・
生

徒
の
姿
や
、
そ
れ

を
支
え
る
教
職
員

の
姿
が
感
動
的
で

し
た
。

10
月
20
日
（
日
）

に
は
、
原
会
館
・

音
羽
町
公
園
・
八

幡
宮
周
辺
の
３
会

場
で
第
１
自
治
会

主
催
の
原
フ
ェ
ス

タ
（
三
世
代
交
流

イ
ベ
ン
ト
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
が
来

場
し
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
や
マ
ル
シ
ェ
、

屋
台
や
神
輿
展
示

な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
地
域
の
お
祭

り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
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事務局

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

徳
川
家
康
が
田
中
城

を
訪
れ
た
別
の
理
由

家
康
が
駿
府
城

に
移
っ
た
２
年
後
、

田
中
城
主
に
は
十

男
、
徳
川
頼
宜
が

着
任
し
ま
す
。家
康

に
と
っ
て
は
晩
年
の

子
ど
も
で
あ
っ
た
頼

宜
は
目
に
入
れ
て
も

痛
く
な
い
大
切
な
存

在
で
し
た
。ま
た
、駿

府
で
は
外
交
や
豊

臣
対
策
を
中
心
に

し
て
い
た
家
康
が
、

駿
河
・
遠
江
の

仕
事
を
信
頼
す

る
頼
宜
に
任
せ
て

い
た
こ
と
も
自
然

で
し
た
。

鷹
狩
の
た
め
に

何
度
も
田
中
城

を
訪
れ
た
家
康

で
す
が
、
頼
宜
と

過
ご
す
大
切
な

時
間
で
も
あ
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

コラム

藤
枝
大
祭
を
学
ぶ

ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会

イ
ベ
ン
ト
の
秋

フ
ェ
ス
タ
原

藤枝中央小学校

にアサギマダラ飛来


